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創
刊
以
来
、
本
誌
は
Ａ
５
判
縦
書
き
を
原
則
と
し
て
き
た
。
長

い
間
の
慣
習
を
脱
し
て
、
次
号
五
十
四
巻
一
号
よ
り
Ｂ
５
判
横
書

き
に
変
わ
る
。

最
近
は
パ
ソ
コ
ン
使
用
の
原
稿
で
投
稿
す
る
こ
と
が
多
く
な
っ

た
。
パ
ソ
コ
ン
使
用
で
は
横
書
き
が
便
利
で
あ
る
。
ま
た
、
和
文

の
中
に
欧
文
を
入
れ
た
り
す
る
の
に
も
横
書
き
が
適
し
て
い
る
。

一
方
、
縦
書
き
が
原
則
で
あ
る
漢
文
を
横
書
き
に
す
る
に
は
工

夫
が
い
る
。
白
文
は
横
書
き
に
し
易
い
が
、
乎お

古こ

止と

点て
ん

の
あ
る
漢

文
は
縦
書
き
の
方
が
良
く
、
必
要
に
応
じ
て
縦
書
き
の
ペ
ー
ジ
を

残
す
な
ど
一
考
を
要
す
る
。

判
を
Ａ
５
か
ら
Ｂ
５
に
拡
大
す
る
こ
と
に
よ
り
図
表
の
組
み
込

み
が
し
易
く
な
り
、
大
き
な
図
表
も
入
れ
易
い
。

判
が
変
り
、
横
組
み
と
な
る
と
当
然
の
事
、
投
稿
規
定
も
一
部

変
更
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
投
稿
規
定
は
よ
り
良
い
論
文
を
載
せ
る

た
め
に
必
要
で
あ
る
。
最
近
は
学
位
論
文
を
投
稿
す
る
会
員
も
増

え
て
き
た
。
そ
う
な
る
と
、
学
会
誌
の
品
格
も
問
わ
れ
る
こ
と
に

な
る
。
ま
た
読
者
に
見
易
い
、
わ
か
り
易
い
誌
面
を
作
る
上
に
も
、

あ
る
程
度
の
規
定
が
必
要
で
あ
る
。

投
稿
規
定
は
運
用
の
段
階
で
手
直
し
が
必
要
と
な
る
。
投
稿
さ

れ
る
時
は
勿
論
、
投
稿
し
な
い
時
で
も
投
稿
規
定
を
読
ま
れ
て
御

意
見
を
お
寄
せ
下
さ
い
。
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